
　（別紙４（２）） 事業所名：　冨永グループホーム

目標達成計画 作成日：　平成　　２８　年　　１１　月　　２３　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 40

３食とも法人から運ばれた物をそのまま提供し
ているという状況である。利用者の食べたいも
のを聞きながら共にオヤツを手作りする日を設
けたり、外食を取り入れるなど利用者が食事を
楽しめるような工夫がされていない。

●オヤツ作りや外食、出前の機会を増やし
ていき、入居者と共に食事をする機会が増
えやしていく。
●家族と入居者が食事をする機会が持てる
●職員と入居者が食事をする機会が持てる

☆オヤツ作り、出前、食事を食べに行くということを
取り組み、年度初めに具体的な計画をたてる。
☆その際に日にちと計画の内容を家族に伝え、入
居者と一緒に食事をしてもらう
☆食事を職員と入居者全員が食べる日を設定する

１２ヶ月

2 49

日常的な外出支援・・・利用者が外出出来るよ
うに定期的に散歩は行っているが、季節毎の外
出の機会や、希望を取り入れて個別や少人数
での外出をすることが少ない。

●家族、本人の希望を聞き入れ少人数での
外出を行う
●年に２回は季節に合わせた外出を行う

☆年度初めに外出やその他イベントの計画を立て
る
☆行きたいところについて家族のアンケートをとり、
その場所に外出できるような支援をする ６ヶ月

3 11

運営に関する職員意見の反映・・・利用者本位
の支援に向けて全職員が同じ方針を共有でき
るよう定期的に会議を開催する等、利用者を中
心とした業務となるような意見交換のをする機
会が少ない。

●各入居者の支援が確実に行うことができ
るようになる
●定期的にＧＨ会議を開催する
●意見を出し合い、同じ目標に向かうことが
出来る

☆各担当者にモニタリングを半年に１度実施しても
らう
☆４ヶ月に１度はＧＨ会議を開催する。その際の司
会は持ち回りにする
☆参加する職員に予め議題を考えてもらい、それに
ついて意見を出し合う

１２ヶ月

4 6

身体拘束をしないケアの実践・・・現在も夜間の
みの拘束対象者がおり、短時間の拘束となるよ
うに取り組んでいるが、身体拘束のない支援に
向けての話し合いの場が少ない。また、全職員
に身体拘束の弊害についての理解が深まるよ
うな取組みがあまり見られない。

●職員全員が身体拘束についての知識と
理解を深めていく
●身体拘束を外す取組みについて、全職員
が話し合っていく機会を作る

☆３ヶ月に１度は話し合いの機会を設け、それ以外
にもその都度話し合いを行う
☆身体拘束についての外部研修に参加を促す
☆一年に１度、講師を招いての講習を行う ６ヶ月

5 10

運営に関する利用者・家族等意見の反映・・・家
族の意見を聞ける場が少ない。また、家族の意
見があったとしても十分に反映しているとは言
い難い。

●「入居者のための」居場所であることを常
に考え、遠慮なくご意見をいただける雰囲気
を作って考えていく。

☆外出やオヤツ作り等のイベントを通して家族に現
状を知ってもらい、話しやすい関係を作る。
☆代表者以外にも声をかけ、運営推進会議に出席
してもらう
☆一年に1度家族にアンケートをとる

６ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。


